
施
す
る
事
に
な
っ
た
も
の
で

に
了
解
を
得
ら
れ
れ
ば
良
い

家
人
工
作
物
等
の
う
ち
、
建

す
。

の
で
す
が
、
移
転
時
期
な
ど

物
に
附
属
す
る
造
作
等
は
、

中
部
地
方
で
は
今
後

年

建
物
所
有
者
等
が
説
明
で
き

建
物
等
所
有
者
の
所
有
と
な

30

の
間
に

％
以
上
の
確
立
で

な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で

り
ま
す
。
建
物
に
附
帯
す
る

70

東
南
海
大
規
模
地
震
が
発
生

起
業
者
の
協
力
が
不
可
欠
で

畳
・
襖
な
ど
は
建
物
の
一
部

す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

す
。

と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
畳
の

つ
い
先
日
の

月

日
、

に
よ
っ
て
、
都
市
ポ
ン
ペ
イ

所
有
者
自
身
で
行
う
べ
き

の
時
に
は
中
部
の
補
償
コ
ン

調
査
の
内
容
と
し
て
、
借

表
替
え
、
襖
の
張
替
え
を
行

10

30

イ
タ
リ
ア
の
中
部
で
マ
グ
ニ

が
一
瞬
に
し
て
こ
の
世
か
ら

事
務
手
続
き
の
補
助
や
被
災

会
員
が
中
心
と
な
っ
て
、
こ

家
人
等
が
入
居
後
に
土
地
、

っ
て
も
所
有
は
変
わ
り
ま
せ

チ
ュ
ー
ド
Ｍ

の
地
震
が
発

消
え
た
と
さ
れ
る
イ
タ
リ
ア

建
物
を
解
体
・
撤
去
す
る
管

れ
等
の
業
務
は
も
と
よ
り
震

建
物
に
設
置
し
た
借
家
人
工

ん
。

6.6

生
し
ま
し
た
。1

5
,
0
0
0

人
以

は
火
山
国
の
印
象
が
あ
り
ま

理
業
務
を
、
熊
本
益
城
町
等

災
復
興
に
対
し
て
全
力
で
協

作
物
等
の
確
認
を
行
っ
て
い

補
償
金
は
、
建
物
等
所
有

上
の
人
々
が
家
を
失
い
、
歴

す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に

の
被
災
市
町
村
か
ら
補
償
コ

力
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

き
ま
す
。
確
認
作
業
は
、
借

者
に
支
払
い
、
借
家
人
等
が

史
的
建
造
物
に
も
甚
大
な
被

日
本
は
火
山
爆
発
や
地
震
、

ン
協
会
が
依
頼
を
受
け
、
熊

て
い
ま
す
。

家
人
等
お
よ
び
建
物
所
有
者

買
取
請
求
権
を
建
物
所
有
者

害
が
発
生
し
た
と
の
ニ
ュ
ー

加
え
て
台
風
に
よ
る
自
然
災

本
県
部
会
会
員
が
こ
れ
等
業

台
風
に
地
震
等
、
近
年
、

等
の
双
方
に
す
る
必
要
が
あ

等
に
行
う
も
の
で
す
。

ス
が
流
れ
ま
し
た
。
イ
タ
リ

害
は
避
け
て
は
通
る
事
は
出

務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

毎
年
の
よ
う
に
頻
繁
に
見
舞

り
ま
す
。

現
実
的
に
は
、
後
々
の
紛

ア
で
は
、
こ
の
規
模
の
地
震

来
ま
せ
ん
。
ま
さ
に
災
害
大

町
全
体
の
崩
壊
建
物
を
撤

わ
れ
る
自
然
災
害
を
耳
に
す

前
回
（
第

号
）
に
て
借

調
査
の
例
と
し
て
、
エ
ア

争
を
避
け
る
た
め
、
建
物
所

110

は
、
前
回
は

年
前
に
発
生

国
の
日
本
で
す
。

去
し
更
地
に
す
る
ま
で
に
数

る
度
に
つ
く
づ
く
実
感
し
て

家
人
（
借
間
人
）
等
の
所
有

コ
ン
・
湯
沸
器
・
ア
ン
テ
ナ

有
者
等
の
了
解
を
得
て
、
借

36

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

そ
ん
な
日
本
で
の
東
日
本

年
、
そ
し
て
町
を
再
興
さ
せ

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

者
確
認
を
述
べ
ま
し
た
。
今

な
ど
の
設
備
、
目
隠
し
な
ど

家
人
等
の
所
有
物
と
す
る
場

一
方
、
日
本
で
は
つ
い
先

震
災
や
熊
本
震
災
に
対
し
て

る
た
め
に
は
更
に
数
年
は
必

（
Ｍ
．
Ａ
）

回
は
、
借
家
人
（
借
間
人
）

の
工
作
物
、
棚
な
ど
の
造
作

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
起
業

日
の

月

日
に
鳥
取
県
で

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
な

要
と
さ
れ
長
期
間
を
要
す
る

が
取
り
付
け
た
設
備
・
工
作

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

者
と
十
分
協
議
を
行
っ
て
く

10

21

Ｍ

の
地
震
。
半
年
前
の
４

が
ら
、
補
償
コ
ン
会
員
が
震

事
業
で
す
。

物
・
造
作
等
《
以
下

借
家

注
意
点
と
し
て
は
、
取
り

だ
さ
い
。

6.6
月

日
に
は
熊
本
県
で
Ｍ

災
復
興
に
総
力
を
挙
げ
活
躍

こ
れ
等
の
業
務
の
発
端
は

人
工
作
物
等
》
に
つ
い
て
、

外
し
て
移
転
出
来
る
借
家
人

現
地
の
調
査
で
は
、
建
物

14

6.5

規
模
の
地
震
が
２
日
続
け
て

し
て
い
る
業
務
を
紹
介
致
し

東
日
本
の
震
災
時
に
、
個
人

一
般
的
な
確
認
方
法
を
記
述

工
作
物
等
だ
け
で
は
あ
り
ま

等
所
有
者
、
借
家
人
等
の
双

発
生
。
そ
し
て
５
年
前
に
な

ま
す
。

情
報
を
扱
っ
て
い
る
補
償
業

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

せ
ん
。
「
建
物
の
一
部
を
改

方
の
確
認
が
十
分
出
来
な
い

り
ま
す
が
、
平
成

年
３
月

そ
れ
は
、
通
常
担
当
し
て

務
の
特
性
等
を
基
に
、
東
北

調
査
に
行
く
前
に
は
、
土

造
し
た
。
土
間
コ
ン
ク
リ
ー

事
も
多
く
、
聞
き
取
り
確
認

23

日
に
は
東
日
本
で
Ｍ

が

い
る
公
共
用
地
関
連
の
仕
事

市
町
村
か
ら
協
会
が
業
務
の

地
の
所
有
者
お
よ
び
建
物
所

ト
を
打
っ
た
。
庭
木
を
植
え

は
、
後
日
と
な
る
こ
と
が
あ

11

9.0

発
生
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ

と
は
異
な
り
、
地
震
に
よ
っ

依
頼
を
受
け
て
東
北
各
県
部

有
者
《
以
下

建
物
所
有
者

た
。
」
な
ど
土
地
お
よ
び
建

り
ま
す
。
所
有
の
確
認
は
、

も
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し

て
倒
壊
し
撤
去
せ
ざ
る
を
得

会
が
実
施
し
た
も
の
で
す
。

等
》
の
了
解
を
得
て
、
借
家

物
に
属
す
る
こ
と
が
普
通
に

双
方
の
確
認
が
取
れ
る
ま
で

た
こ
と
は
記
憶
に
も
新
し
い

な
く
な
っ
た
建
物
に
対
し
、

そ
し
て
九
州
で
、
東
北
で
の

人
（
借
間
人
）
《
以
下

借

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

続
き
ま
す
。

と
こ
ろ
で
す
。

撤
去
に
要
す
る
費
用
の
補
助

実
績
と
ノ
ウ
ハ
ウ
が
評
価
さ

家
人
等
》
の
立
入
り
の
お
願

借
地
借
家
法

条
で
は
、

長
年
、
補
償
調
査
業
務
に

33

古
く
は
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
ス

金
を
得
る
た
め
の
仕
事
で

れ
、
熊
本
・
大
分
で
も
こ
の

い
を
行
い
ま
す
。
建
物
所
有

「
建
物
の
賃
貸
人
の
同
意
を

携
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
補
償

火
山
の
噴
火
に
よ
る
火
砕
流

す
。

復
興
業
務
を
補
償
コ
ン
が
実

者
等
よ
り
事
前
に
借
家
人
等

得
て
建
物
に
付
加
し
た
造
作

物
件
の
正
確
な
把
握
は
最
も

が
あ
る
場
合
、
賃
借
人
は
、

基
本
的
な
こ
と
で
す
。
今
後

あ
る
た
め
実
測
す
る
の
は
難

ス
イ
ッ
チ
、
コ
ン
セ
ン
ト

工
程
表
を
添
付
し
て
ほ
し
い

建
物
の
賃
貸
人
に
対
し
、
そ

も
正
確
な
物
件
の
所
有
者
等

し
く
、
指
針
で
は
軒
高
＋
軒

は
そ
れ
ぞ
れ
の
価
格
を
平
均

も
の
で
す
。

の
造
作
を
買
い
取
る
べ
き
こ

（
借
家
人
等
）
の
確
認
に
は

出
で
良
い
と
言
う
こ
と
に
な

し
た
も
の
で
単
価
を
作
成
す

今
年
度
の
標
準
書
で
は
、

と
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

最
大
限
の
配
慮
を
尽
く
し
て

っ
た
よ
う
で
す
が
、
チ
ョ
ッ

る
こ
と
が
で
き
る
と
良
い
と

歩
掛
の
改
訂
も
行
わ
れ
た
こ

る
。
」
と
あ
り
ま
す
。
俗
に

ま
い
り
ま
す
。
（
Ｒ
．
Ｋ
）

ト
疑
問
に
感
じ
ま
し
た
。

思
い
ま
す
。

と
か
ら
、
標
準
書
単
価
の
内

言
う
買
取
請
求
権
が
借
家
人

部
の
記
述
に
も
改
訂
が
行
わ

等
に
あ
り
ま
す
。

②
電
気
設
備

以
上
の
改
訂
以
外
に
は
、

れ
た
箇
所
が
多
く
見
受
け
ら

借
家
人
等
が
契
約
満
了
の

今
年
度
、
損
失
補
償
基
準

①
樋
工
事

電
灯
設
備
は
木
造
建
物
、

非
木
造
建
物
の
仮
設
工
事
で

れ
ま
し
た
。
十
分
注
意
し
て

時
に
は
、
入
居
時
点
の
復
旧

の
一
部
が
見
直
し
さ
れ
、
積

樋
工
事
は
、
木
造
建
物
は

非
木
造
建
物
に
か
か
わ
ら
ず

外
部
足
場
の
使
用
期
間
が
１

使
用
し
て
い
き
た
い
と
思
い

義
務
ま
た
は
建
物
所
有
者
等

算
要
領
の
一
部
も
改
訂
さ
れ

軒
樋
の
形
状
ご
と
の
単
価
を

照
明
器
具
・
ス
イ
ッ
チ
・
コ

ヶ
月
単
位
と
な
り
、
工
事
工

ま
す
。

（
Ｈ
．
Ｍ
）

へ
の
買
取
請
求
権
が
あ
り
ま

ま
し
た
。
ま
た
地
区
ご
と
の

１
階
床
面
積
に
乗
じ
、
非
木

ン
セ
ン
ト
・
分
電
盤
の
総
数

程
表
を
作
成
し
使
用
期
間
を

す
が
、
公
共
事
業
の
移
転
の

用
対
で
標
準
書
の
書
式
が
違

造
建
物
は
建
面
積
当
た
り
の

を
用
途
ご
と
に
集
計
す
れ
ば

求
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

場
合
に
は
、
契
約
の
途
中
で

う
た
め
、
そ
れ
を
揃
え
る
こ

単
価
が
あ
り
、
屋
根
形
状
と

良
か
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
現
場

あ
る
こ
と
が
普
通
で
あ
り
、

と
も
行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。

軒
樋
等
の
形
状
寸
法
で
求
め

ぞ
れ
の
形
状
ご
と
に
拾
い
上

を
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
者

補
償
対
象
と
す
る
こ
と
が
一

私
共
が
使
用
す
る
大
き
な

た
単
価
で
算
定
す
る
こ
と
が

げ
、
配
管
配
線
を
別
途
計
上

と
し
て
は
、
大
ま
か
な
作
業

般
的
で
す
。

変
更
点
を
挙
げ
る
と
、
ま
ず

で
き
た
の
が
、
軒
樋
・
竪
樋

す
る
こ
と
に
な
り
、
ス
イ
ッ

工
程
は
解
り
ま
す
が
、
細
部

補
償
で
は
、
個
別
払
い
の

建
物
移
転
料
計
算
書
の
書
式

・
集
水
器
等
を
実
測
す
る
こ

チ
は
１
連
・
２
連
、
コ
ン
セ

に
つ
い
て
は
こ
れ
で
良
い
の

原
則
に
よ
っ
て
、
所
有
者
ご

が
全
国
統
一
さ
れ
ま
し
た
。

と
に
な
り
ま
し
た
。

ン
ト
は
１
口
・
２
口
と
分
け

か
と
不
安
に
思
い
ま
す
。
専

と
に
補
償
金
を
支
払
う
必
要

調
査
、
算
定
を
行
う
上
で

軒
樋
は
平
面
上
で
求
め
る

て
、
ま
た
埋
設
・
露
出
と
分

用
住
宅
、
店
舗
、
事
務
所
、

が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
借

の
大
き
な
変
更
箇
所
は
２
点

こ
と
は
で
き
る
の
で
す
が
、

類
す
る
必
要
が
あ
り
、
集
計

工
場
等
の
用
途
及
び
面
積
区

家
人
等
が
、
建
物
所
有
者
等

で
す
。

竪
樋
は
軒
出
、
屋
根
勾
配
が

が
雑
多
と
な
り
ま
し
た
。

分
を
設
け
、
一
般
的
な
工
事

の
了
解
を
得
て
設
置
し
た
借
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距
離
が
あ
り
、
多
少
疲
れ
ま

て
再
度
、
一
等
水
準
測
量
を

作
業
地
域
は
景
勝
地
で
著

確
保
し
て
い
ま
す
。

す
。
法
面
に
は
階
段
が
整
備

実
施
し
ま
す
。

名
な
北
山
崎
に
代
表
さ
れ
る

東
北
地
方
沿
岸
部
で
は
今

さ
れ
て
お
り
、
そ
ち
ら
を
上

弊
社
は
、
岩
手
県
宮
古
市

断
崖
の
切
り
立
つ
隆
起
海
岸

も
な
お
震
災
復
興
事
業
が
各

れ
ば
歩
く
距
離
は
短
く
な
り

か
ら
九
戸
郡
洋
野
町
に
至
る

が
と
て
も
美
し
い
と
こ
ろ
で

地
域
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
す
が
、
か
な
り
急
で
す
。

全
長

㎞
の
区
間
お
い
て
１

あ
り
ま
す
が
、
観
測
路
線
に

日
々
、
復
興
し
て
い
く
ま
ち

119

津
波
の
被
害
を
受
け
な
い
造

班
編
成
に
よ
り
作
業
を
行
っ

あ
っ
て
は
山
あ
り
谷
あ
り
ト

並
み
を
見
る
に
つ
れ
、
私
事

成
と
し
て
は
や
む
を
得
な
い

月

日
か
ら
２
日
間
、

平
成

年
の
東
北
地
方
太
平

て
い
ま
す
。
現
地
で
の
観
測

ン
ネ
ル
あ
り
と
危
険
箇
所
の

の
よ
う
に
嬉
し
く
励
み
に
も

10

15

23

と
は
思
い
ま
す
が
漁
村
部
で

澄
み
切
っ
た
秋
空
の
も
と
で

洋
沖
地
震
で
大
き
く
変
動
し

は
、
誤
差
を
排
除
し
正
確
な

連
続
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

な
り
ま
す
。
今
後
も
地
域
に

２
津
波
（
千
年
に
一
度
発
生

高
齢
者
が
多
い
こ
と
を
考
え

「
釜
石
ま
つ
り
」
が
盛
大
に

た
東
北
地
方
に
つ
い
て
は
、

成
果
を
求
め
る
た
め
、
観
測

た
こ
の
地
域
は
「
や
ま
せ
」

根
付
い
た
コ
ン
サ
ル
を
目
指

程
度
：
東
日
本
大
震
災
と
同

る
と
、
も
う
少
し
親
切
な
計

開
催
さ
れ
、
私
も
中
央
ブ
ロ

地
震
後
、
国
土
地
理
院
に
よ

方
法
の
厳
守
及
び
使
用
機
器

(

北
東
の
冷
た
い
湿
っ
た
風)

し
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

程
度
）
の
計
算
で
決
定
し
て

画
が
必
要
だ
と
痛
感
し
ま
し

ッ
ク
共
同
提
案
体
の
一
員
と

り
水
準
測
量
が
行
わ
れ
平
成

の
点
検
調
整
を
徹
底
し
て
い

の
発
生
や
天
候
の
急
変
が
多

（
Ｈ
．
Ｙ
）

い
ま
す
。
Ｌ
１
津
波
に
対
し

た
。

し
て
神
輿
担
ぎ
に
参
加
し
ま

年

月
に
水
準
点
の
高
さ

ま
す
。
水
準
測
量
は
水
準
点

く
、
天
気
予
報

23

10

て
は
防
潮
堤(

T
.
P
+
1
2
.
0

ｍ)

今
後
の
桑
ノ
浜
地
区
は
、

し
た
。
釜
石
ま
つ
り
へ
の
参

の
成
果
が
更
新
さ
れ
て
い
ま

間
の
比
高
を
２
度
観
測
し
、

は
あ
ま
り
あ
て

で
浸
水
を
防
ぐ
、
Ｌ
２
津
波

防
潮
堤
や
浸
水
区
域
の
跡
地

加
は
今
回
で
３
度
目
と
な
り

す
。

観
測
値
の
較
差
に
よ
り
精
度

に
な
ら
な
い
た

私
が
東
日
本
大
震
災
後
に

し
、
今
年
の

月
に
桑
ノ
浜

に
対
し
て
は
高
台
造
成(

T
.
P

は
ま
だ
整
備
中
で
は
あ
り
ま

神
輿
を
担
い
で
進
む
ま
ち
並

そ
の
後
も
地
殻
変
動
（
余

管
理
を
行
い
ま
す
。
観
測
値

め
、
風
雨
対
策

10

釜
石
市
に
赴
任
し
て
初
め
て

地
区
の
造
成
工
事
が
完
了
し

+
2
0
.
0

ｍ)

に
て
浸
水
を
防
ぐ

す
が
、
住
宅
の
整
備
に
つ
い

み
に
は
、
初
参
加
の
時
に
は

効
変
動
）
は
継
続
し
て
お
り

の
較
差
を
記
録
し
、
そ
の
累

を
常
備
す
る
必

関
わ
っ
た
業
務
は
、
漁
村
部

ま
し
た
。
今
ま
で
現
場
状
況

よ
う
に
検
討
し
て
い
ま
す
。

て
は
今
年
中
に
着
手
す
る
と

見
ら
れ
な
か
っ
た
復
興
公
営

平
成

年
３
月
時
点
で
成
果

積
が
顕
著
に
な
っ
た
場
合
は

要
が
あ
り
ま
す
。

28

の
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業

を
見
る
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で

集
落
の
造
成
地
は
津
波
シ
ミ

思
わ
れ
ま
す
。
来
年
に
は
住

住
宅
や
商
工
業
施
設
が
建
設

と
の
乖
離
が
大
き
い
所
で

た
だ
ち
に
原
因
を
突
き
止
め

日
々
の
作
業
開

30

で
の
造
成
設
計
で
し
た
。

し
た
が
、
今
回
造
成
工
事
が

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
合
わ
せ
て

宅
が
建
ち
並
び
、
海
が
見
渡

さ
れ
て
お
り
、
改
め
て
復
興

㎝
以
上
の
地
域
が
あ
る
こ
と

後
日
の
観
測
に
対
策
を
施
す

始
前
に
作
業
区

業
務
場
所
は
釜
石
市
の
両

完
成
し
た
と
い
う
こ
と
で
現

T
.
P
+
2
0
.
0

ｍ
と
元
の
地
盤
の

せ
る
よ
り
良
い
ま
ち
並
み
が

の
進
展
と
本
格
化
を
感
じ
る

を
人
工
衛
星
か
ら
の
観
測
で

こ
と
で
誤
差
の
累
積
を
防
止

間
に
お
い
て
想

石
湾
に
面
し
た
箱
崎
半
島
に

地
の
見
学
を
さ
せ
て
頂
き
ま

高
さ
よ
り

ｍ
程
度
高
く
な

完
成
す
る
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

し
て
い
ま
す
。

定
さ
れ
る
危
険

15

あ
る
桑
ノ
浜
地
区
で
す
。
こ

し
た
。
そ
の
際
の
状
況
に
つ

る
計
画
で
す
。

の
際
に
は
ま
た
、
こ
の
桑
ノ

弊
社
東
北
支
店
で
は
、
釜

た
め
本
作
業
で
は
、
現
況
に

水
準
測
量
の
実
施
に
あ
た

要
素
及
び
対
策

の
桑
ノ
浜
地
区
は
急
峻
な
地

い
て
お
伝
え
し
た
い
と
思
い

次
に
現
場
の
状
況
に
つ
い

浜
地
区
の
見
学
を
さ
せ
て
い

石
市
の
震
災
復
興
事
業
を
推

整
合
し
た
正
確
な
成
果
を
求

り
、
精
度
管
理
と
同
様
に
重

を
全
て
の
作
業

形
が
入
り
組
ん
だ
リ
ア
ス
式

ま
す
。

て
は
、
造
成
地
の
盛
土
の
法

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

し
進
め
る
と
共
に
一
等
水
準

め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

要
と
な
る
の
が
安
全
管
理
で

員
に
徹
底
す
る

海
岸
に
あ
る
漁
業
集
落
で
あ

ま
ず
は
、
こ
の
桑
ノ
浜
地

面
は
５
ｍ×

３
段
で
し
た
が

（
Ｙ
．
Ｈ
）

測
量
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

東
北
地
方
の
水
準
点
に
つ
い

す
。

こ
と
で
安
全
を

り
、
山
に
囲
ま
れ
た
平
地
が

区
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し

法
面
の
勾
配
が
１
：

あ
り

1.8

海
か
ら
山
に
向
か
っ
て
３
方

た
い
と
思
い
ま
す
。

思
っ
た
ほ
ど
造
成
地
の
圧
迫

部
の
河
川
堤
防
及
び
海
岸
堤

示
を
受
け
ま
し
た
。

市
町
村
に
お
い
て
は
各
都
道

東
日
本
大
震
災
か
ら
早
５

向
に
広
が
っ
て
お
り
桑
の
葉

●
区
域
面
積
：
約

千
㎡

感
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

防
が
、
地
震
及
び
津
波
に
よ

福
島
県
と
し
て
は
、
東
日

府
県
と
連
携
し
て
『
復
興
整

年
半
が
経
過
し
ま
し
た
が
福

33

の
よ
う
な
形
を
し
て
い
る
こ

●
住
宅
面
積
：
約
６
千
㎡

高
台
部
は
防
潮
堤
よ
り
も
８

り
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
ま

本
大
震
災
に
お
け
る
地
震
及

備
計
画
』
と
い
う
も
の
を
策

島
県
の
第
一
原
発
に
近
い
市

と
よ
り
桑
ノ
浜
と
地
名
が
付

●
法
面
面
積(

盛
土
、
切
土)

ｍ
程
度
高
い
た
め
、
海
も
よ

し
た
。
１
日
で
も
早
い
復
旧

び
津
波
だ
け
で
は
な
く
、
福

定
し
こ
れ
を
参
考
資
料
に
添

町
村
の
復
興
は
ま
だ
ま
だ
始

け
ら
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま

：
約

千
㎡

く
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

・
復
興
の
た
め
に
今
後
予
想

島
第
一
原
発
の
影
響
に
よ
り

付
す
る
の
で
す
が
、
こ
れ
ら

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

13

す
。

●
緑
地
・
広
場
面
積

た
。
緑
地
や
広
場
に
つ
い
て

さ
れ
る
不
明
者
や
多
数
相
続

地
権
者
が
各
地
に
避
難
し
て

の
町
で
は
そ
れ
す
ら
ま
だ
作

余
談
で
す
が
、
今
週
相
馬

こ
の
地
区
も
他
の
釜
石
市

：
約

千
㎡

は
、
ま
だ
植
栽
な
ど
の
作
業

福
島
県
建
設
事
務
所
の
河

務
等
）
の
管
理
を
行
っ
て
い

の
問
題
を
解
決
す
る
一
つ
の

い
る
こ
と
か
ら
用
地
取
得
に

成
中
の
段
階
と
な
っ
て
い
ま

市
内
を
散
歩
し
て
い
ま
し
た

1.3

内
の
漁
村
部
と
同
様
に
、
東

●
道
路
：
幅
員
４
ｍ
～
６
ｍ

が
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し

川
海
岸
Ｃ
Ｍ
業
務
の
用
地
担

ま
す
。
き
っ
か
け
は
一
昨
年

手
段
と
し
て
、
海
岸
事
業

時
間
を
要
し
、
平
成

年
度

す
。

ら
中
村
城
址
の
蓮
池
に
２
羽

10

27

日
本
大
震
災
で
は
甚
大
な
被

約

千
ｍ

た
。
高
台
の
造
成
地
へ
の
ア

当
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て

の
秋
に
、
宮
城
県
沿
岸
部
の

本
、
河
川
事
業

本
、
計

に
申
請
し
た
『
小
沢
地
区
海

の
白
鳥
が
飛
来
し
て

1.1

13

23

害
を
受
け
ま
し
た
。
海
岸
部

で
あ
り
、
盛
土
の
最
大
高
低

ク
セ
ス
道
路
に
つ
い
て
は
、

か
ら
、
早
１
年
半
が
経
過
し

建
設
事
務
所
に
お
け
る
道
路

本
の
事
業
認
定
申
請
図
書
作

岸
公
共
災
害
復
旧
工
事
』
が

い
ま
し
た
。
岩
手
県

に
はT

.
P
+
1
0
.
0

ｍ
の
防
潮
堤

差
は
約

ｍ
と
な
っ
て
い
ま

高
低
差

ｍ
を
上
る
た
め
に

ま
し
た
。
当
初
は
、
沿
岸
部

事
業
Ｃ
Ｍ
の
用
地
担
当
に
携

成
業
務
委
託
を
発
注
さ
れ
て

最
初
で
、
そ
の
後
、
現
時
点

に
比
べ
る
と
随
分
と

15

15

が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
防

す
。

約

ｍ
の
距
離
（
道
路
勾
配

（
浜
通
り
地
区
）
の
建
設
事

わ
っ
た
の
が
始
ま
り
で
、
そ

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
用
地

ま
で
で
４
海
岸
の
事
業
認
定

南
下
し
ま
し
た
が
、

200

潮
堤
を
超
え
て
津
波
が
地
区

桑
ノ
浜
地
区
の
造
成
高
さ

８
％
）
と
な
っ
て
お
り
、
車

務
所
の
河
川
海
岸
事
業
だ
け

の
経
験
を
生
か
し
今
で
は
福

取
得
を
進
め
て
い
く
中
で
当

の
告
示
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
こ
は
や
は
り
東
北

内
に
入
り
込
み
、
最
大T

.
P
+

は
、
津
波
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

で
は
勾
配
や
距
離
は
そ
れ
ほ

で
あ
っ
た
の
が
、
今
年
の
春

島
県
の
お
手
伝
い
を
す
る
ま

然
全
て
の
事
業
が
収
用
手
続

詳
し
く
は
東
北
地
方
整
備
局

で
あ
る
こ
と
を
実
感

2
0
.
0

ｍ
の
高
さ
ま
で
津
波
が

ン
に
よ
り
、
Ｌ
１
津
波
（
百

ど
気
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
実

か
ら
は
内
陸
部
（
中
通
り
地

で
に
な
り
ま
し
た
。

き
に
進
む
わ
け
で
は
あ
り
ま

の
Ｈ
Ｐ
に
事
業
認
定
の
認
定

し
ま
し
た
。

到
達
し
ま
し
た
。
建
物
の
被

年
に
一
度
発
生
程
度
）
、
Ｌ

際
に
歩
い
て
み
る
と
勾
配
、

区
）
の
建
設
事
務
所
の
河
川

私
は
、
当
初
岩
手
県
釜
石

せ
ん
の
で
、
本
申
請
す
る
事

理
由
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す

（
Ｋ
．
Ｋ
）

害
は
全
壊
建
物

件
、
大
規

Ｃ
Ｍ
業
務
の
用
地
担
当
に
も

市
で
復
興
の
お
手
伝
い
を
し

業
は
絞
り
込
ま
れ
て
き
ま
し

の
で
覗
い
て
み
て
下
さ
い
。

43

模
半
壊
建
物
５
件
と
集
落
の

携
わ
る
よ
う
に
な
り
、
最
近

て
い
ま
し
た
が
、
福
島
県
の

た
。
東
日
本
大
震
災
に
関
係

現
時
点
に
お
い
て
も
数
本

ほ
と
ん
ど
が
被
害
を
受
け
ま

で
は
同
じ
く
中
通
り
の
他
の

河
川
海
岸
Ｃ
Ｍ
業
務
の
中
の

す
る
事
業
に
お
け
る
最
初
の

の
河
川
及
び
海
岸
事
業
に
お

し
た
。

建
設
事
務
所
の
道
路
Ｃ
Ｍ
業

事
業
認
定
申
請
図
書
作
成
業

事
業
認
定
は
、
平
成

年
度

い
て
、
本
申
請
す
る
べ
く
東

25

被
災
１
年
６
ヵ
月
後
に
私

務
の
用
地
担
当
に
も
加
わ
る

務
の
管
理
を
で
き
る
技
術
者

に
岩
手
県
が
申
請
し
た
『
片

北
地
方
整
備
局
と
協
議
を
進

は
初
め
て
現
場
を
見
ま
し
た

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
当
社

を
探
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

岸
海
岸
及
び
鵜
住
居
川
の
改

め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
福

が
、
そ
の
際
に
は
ま
だ
家
屋

の
４
名
の
技
術
者
で
多
数
の

で
、
岩
手
県
か
ら
宮
城
県
を

修
事
業
』
で
し
た
。
当
初
は

島
第
一
原
発
に
近
い
浪
江
町

の
瓦
礫
の
撤
去
作
業
を
行
っ

事
業
の
委
託
業
務
（
用
地
補

飛
び
越
え
福
島
県
に
移
動
と

と
に
か
く
こ
の
申
請
書
を
参

及
び
双
葉
町
に
存
す
る
河
川

て
い
る
最
中
で
あ
り
、
津
波

償
総
合
技
術
業
務
、
事
業
認

な
り
ま
し
た
。
福
島
県
で
は

考
に
被
災
し
た
各
県
が
申
請

堤
防
及
び
海
岸
堤
防
の
事
業

の
傷
跡
が
残
っ
て
お
り
ま
し

定
申
請
図
書
作
成
業
務
、
物

平
成

年
３
月
に
発
生
し
た

書
を
作
成
し
岩
手
県
や
宮
城

認
定
申
請
に
取
り
組
ん
で
い

23

た
。
そ
れ
か
ら
４
年
が
経
過

件
調
査
業
務
、
土
地
評
価
業

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
沿
岸

県
が
次
々
と
事
業
認
定
の
告

く
予
定
で
す
。
被
災
し
た
各
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